２００３年１２月１８日

京都大学理学部附属植物園運営委員会　委員各位

植物学教室主任　　　　　長谷　あきら　殿

京都大学理学研究科長　　笹尾　登　殿

『京大植物園８０周年記念シンポジウム　－温故知新－』　開催の報告と

京大植物園を考える会よりの提案書、並びにシンポジウムアンケートの提出について

京大植物園を考える会
代表：川那部浩哉・河野昭一
文責：今村彰生
　まず、植物園運営委員会各位には、本日提出いたします提案書に対するお考えおよび、本会「京大植物園を考える会」より本年１０月１６日に送付いたしております公開質問状（複写を同封）への回答を、公式にお聞かせ願いたく考えております。これらご回答は、明年１月１９日（月）までに公式に書面または会見にていただきたく、ここに正式に申し入れ致します。本日の提出も含め以後の経過は逐次ホームページや印刷物等を通じて報告して参ります。

　「京大植物園を考える会」は、本年４月に設立されました。これは、理学部植物学教室（当時の管理者）および理学部当局によって、昨年１１月より行われた、京都大学理学部附属植物園（以下植物園）における樹木伐採を契機としています。本会は、今次の伐採に関する賛否の意見をふくめ、この他にも、植物園に対しては様々な立場の人々が、様々な意見を有することを知り、以下の３点を活動目標にすえて来ました。
１）それぞれの立場を越えて、ともに植物園の将来像を考えていくこと
２）植物園の存在をひろく人々に知らせ、その存在価値について問いかけていくこと

３）活発な意見を出しあえる、議論の場を提供すること

　それ以来、植物園がこれまで経てきた８０年を、次なる８０年へ受け継いでいくため、活動の柱を以下の３点としてきました。１）情報や意見の整理・集約、２）情報や意見の発信（HP：http://members.at.infoseek.co.jp/bgarden/）、３）植物園観察会の開催（参考：http://members.at.infoseek.co.jp/bgarden/kansatu/kansatukai.html）。これらの活動を通じて、京大内外の研究者・利用者のみならず、地域市民、その他植物園に多様な生物が息づいていることの恩恵に浴する人々、さらには理学部の管理当局もふくめ、様々な方からご意見をいただくことができました。

　さて、１９２３年４月に研究・教育の場として建設された植物園は、本年４月で８０周年の節目を迎えました。また今年度は、国立大学が独立法人化を控えて、大学のあり方そのものが問われている時期でもあります。私たちは、京大植物園の今後８０年、または京都大学の１００年後をみすえた、あるべき植物園像を考察し、様々な立場の人々の意見を集約した上で、提案書をまとめました。これにともない、去る１１月１６日に、京大総合人間学部において、『京大植物園８０周年記念シンポジウム　−温故知新−』を、開催いたしました。基調講演には、理学部植物学教室元講師の村田源先生をお招きし、８０年にわたる植物園の歴史を、「京大植物園のたどってきた道」と題してお話しいただきました。この他、学部学生による周辺住民へのアンケート結果に関する報告、また、植物園での研究で学位論文を執筆した研究者の立場からの発表をいただきました。最後に、シンポジウムのまとめとして、考える会代表者（川那部浩哉、河野昭一）および日高敏隆氏、辻英夫氏、藤崎憲治氏、湯本貴和氏をパネリストに迎えて、パネルディスカッションを行いました。以下に、シンポジウムを通じて得られた提案をまとめます。

1） 植物園を、多様な生物が息づく安定した林として、維持していくことが望まれていること

2） そのためには、管理の方針決定に生態学者が関わることが必要であること

3） 植物園内の生物相リストの作成が、植物園のフィールドとしての価値を高め、独法化後の維持運営にも有効であること

4） 学部学生の教育の場として一層の活用が求められ、かつそれが十分可能であること

5） 人員数や経費の問題はあるものの、常任の教官や技官の設置を検討する必要があること

6） 維持管理費の捻出の方策として、独法化後には総長裁量の予算獲得という可能性があること

7） 植物園を上位の組織に改編すること（総合博物館に組み入れるなど）が必要であること

8） 近隣住民の方々は大学側と意見交換の場を求めていること

以上の様に、建設的かつ具体的な提案を多数得て、盛会のうちに終えることが出来ました。

　

　ここに、会の活動とシンポジウムに関する報告書に代えて、以下のものを、提出致します。

1） 考える会よりの植物園の管理運営に関する提案書、ならびに参考資料（沿革、概要、近隣住民に対するアンケート等）

2） シンポジウム参加者によるアンケートのすべてのコピー（個人情報をのぞく）

3） シンポジウム開催と前後して寄せられた、賛同署名第３次集約分355名分（総計2299名）

なお、提案書については、HP上で文案を公開し、またシンポジウム参加者に配布し「質問５、提言へのご意見をお聞かせください」として意見を求めました。これらの意見は、様々な立場の人々から寄せられたものであり、その内容も多岐にわたるものですが、数多くの重要な示唆に富むものと考えています。植物園運営委員会、植物学教室主任、理学研究科長、京都大学総長の皆様方には、それらを、充分にご精読いただき、ご賢察をいただきたいと考えます。

　私たち考える会は、シンポジウム参加者の皆様をはじめ、多くの方々のお力添えをいただいて、活動を続けて参りました。このため、これらの意見を皆様方がどの様に受け取られ、提案などの実現可能性や有効性について、どの様にお考えになったかを知り、報告していく責任をもつものと考えています。そこで、賛同者やマスコミ各位には本提案書の写しを送付させていただき、また、提案書提出や以後の経過を、ＨＰ等にて逐次報告してまいります。

　以上、シンポジウム開催の報告と、植物園に関する提案書、並びにアンケートについてご提出申し上げます。よろしくお願い申し上げます。

606-8799 京都左京郵便局私書箱５号、tel：080-5718-9136、e-mail：kyotoubg@hotmail.com
